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「今年度の採用者」

　 理　　念 私たちは、良質な医療の提供を通じて、患者さんの健康を支え、地域社会に貢献します

　 基本方針 ●丁寧な説明に努めます　●自己研鑽に励みます　●職員同士協力し合います



てんじん

第25回欧州放射線学会報告
放射線科　診療放射線技師　蓮田 剛士

1

　2019年2月27日～3月3日の5日間、
オーストリアのウィーンで開催された
European Society of Radiology（ESR）
が主催するEuropean Congress of 
Radiology（ECR）に参加する機会を得
ましたのでご報告させて頂きます。ECR
とは毎年3月頃開催されるヨーロッパの放
射線学会のことで参加者はおもに各国の
放射線科医・放射線技師・医学物理学者
で、放射線学会ではRSNAに次ぐ世界最大規模の国際的な学会です。今年は25周年ということも
あり、総参加人数が30,000人を超える大規模な学会でした。毎年この時期は寒波の影響で気温
が低くドナウ川に厚く氷が張り厳しい寒さと言われていましたが、幸い天候に恵まれこの時期の
甲府よりも少し暖かかったです。地元の方に聞いてみたところ、この時期にこの暖かさは10年ぶ
りだと聞きました。
　メイン会場のオーストリアセンターを中心に様々なセッションや機器展示が行われておりまし
たが、人が多くすべてを見てまわりきることはできませんでした。学会の全体的な印象として
は発表後のディスカッションがとても盛んで、質疑応答が終わった後でも個々にディスカッショ
ンを行っている場面をよく目にしました。専門的なセッションになればなるほど、何を言ってい
るか聞き取れず、質問したい内容がうまく伝わるか不安で質問もできず、自分の英語力や積極性
の無さを痛感しました。私は「Selecting analytical software for DaTscan ioflupane I123 
injections in MRI image Fusion」という演題をEPOS（いわゆる電子ポスター形式）で登録を
行いましたが、その中のThe voice of EPOSに採択され、プレゼンテーション方式の口述発表を
行ってきました。本発表の内容としてはDaTscan検査のソフトウエアの使い分けとMRI画像の
Fusionの有用性を検討したものです。結果としては有用性があり、新たな可能性も見つかり今後
の研究課題も見つかりました。

　本研究にご協力いただきま
した先生方、事務の皆様、そ
してこの研究の機会の場を与
えて頂き、理解を示し快く送
り出して頂いた放射線科の技
師長や諸先輩方に感謝申し上
げます。今回の発表を基に患
者さんの利益につながる、よ
り正確な結果や画像を提供で
きるよう努めて参ります。
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平成最後の年に
25名の新採用者が仲間入りしました

教育担当看護師長　大桑 朋子

看 護 部 だ よ り

2

　桜が満開に咲きほこるなか平成最後の年に新採用者を25名迎えることができました。多くの新採用者は、
高校を卒業後、看護学校や看護大学へ入学後に国家試験を経て就職となりますが、他の病院での経験を経
て当院へ就職する職員もいます。
　新採用者は、4 月 1 日～ 5 日
までの 5日間職場への早期適応と
医療の実践者としての基本的な能
力を修得するという目的で新採用
者研修を受けます。研修の内容は、
病院や看護部の概要から始まり、
マナーや接遇、看護倫理といった
社会人・職業人として心構えや医
療安全管理、感染防止、看護教育・
新人教育体制等、看護職員として
働いていく上で重要な分野を学び
ました。さらに、看護学校や看護
大学で学んできた看護技術（車い
すやストレッチャー移乗等）につ
いても講義・演習を行います。

　5日間の新採用者研修を経て、4月 8日から各看護単位での勤務が開始となりました。
　新人看護師には、一人ずつ指導者がつきフォローしていくとともに、一年間のスケ
ジュールをもとに各看護単位の職員全体で育てていきます。1年後に笑顔で後輩を迎
えられるように教育をしていく側も見守り・関わっていきたいと思います

今年の新人看護師です !

呼吸の音を聞く練習中 鼓動を利用して痰を出す機械の体験中
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通信
 ひまわり ・ ひだまり

療育指導室 保育士　藤巻 靖子
　「ひだまり｣ 誕生から早くも 1 年が経とうとしています。ご家族の皆様には運営にご理解・ご協力いただ
きありがとうございました。今後もよりよい通所支援事業に取り組めるよう職員一同頑張って参ります。 
どうぞよろしくお願い致します。 

3

ひまわり児童発達支援管理責任者の齊藤千尋 ( 主任児童指導員 ) が
３月をもちまして、神奈川病院へ異動となりました。 
１年間でしたがありがとうございました。 
４月からは東長野病院より山崎利紘 ( 主任児童指導員 ) が 
後任として着任します。よろしくお願いいたします。 

通所支援事業 
ひまわり・ひだまり 

問い合わせ先 
●ご相談 

055-240-6217( 直通 ) 
●ご予約

055-253-6131( 代表 )

医事入院係〔内線2138〕

寒かった冬はなかなかお散歩にも行けませんでした。
広い訓練棟にはガタガタ道、もこもこ道、スピード道
など色んな仕掛けの道を体験 してみました。 

春のムーブメントはカラフルに包まれ、
春の訪れを感じました。 

様々な感触の素材を使っての お花制作。
こんなステキなお花畑が出来ました

人形劇（ 浦島太郎）

お花畑制作

ひな祭り 人形劇（ 浦島太郎）ひな祭り

お花畑制作

色んな道色んな道 ムーブメントムーブメント
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連載企画 vor,4　看護部【2 病棟】
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職場訪問リレー

　２病棟では、新しい生命とその家族の安
全を守るために、助産師、看護師、医師が
一丸となってチームで支えています。妊
娠中から産後まで継続した関わりを大切に
し、家族と共に安心して育児ができるよう
にサポートしています。母親が心身共にリ
ラックスして過ごせるように、入院中はア
ロママッサージを提供しています。NICU
では、治療だけでなく、日々の成長にも目
を向けて、家族を含めて産まれたばかりの
大切な命のケアをしています。小児科では
家族の希望に合わせた安心・安全な療養環
境を提供し、家族の不安に対しても丁寧に
支援しています。
　母子の生命を守るため、時に緊張が走る
場面もありますが、お母さんや子どもたち
の笑顔、家族の言葉、小さな手で握り返し
てくれる赤ちゃんの反応に癒されながら、
日々看護を行っています。

２病棟　産科　小児科　NICU

私たちがお母さんと赤ちゃんを守ります♪
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2月23日（土）に 
「糖尿病と肝障害について 
　～食べながら学ぶ公開講座～」と題して 

当日は定員が 30 名のところ、ほぼ満員に近い形で開催することができました。 

次回の糖尿病教室は10月、 2月を予定しております。
 一緒においしく学びましょう！ 

平成30年度一日平均患者数

月別
種別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

一般 103.6 106.3 111.4 112.3 102.3 106.4 112.4 106.4 108.2 112.3 120.7 107.2 109.0

重心 126.7 125.9 125.6 126.1 126.6 125.4 126.6 127.4 127.6 127.7 127.8 127.8 126.8

計 230.3 232.2 237.0 238.4 228.9 231.8 239.0 233.8 235.8 240.0 248.5 235.0 235.8

月別
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

300.8 310.3 306.7 317.4 296.8 338.8 335.0 314.5 341.9 348.9 326.4 335.7 322.0

※ 3月分及び年間累計は 4月 1日現在	（小数点以下第２位は四捨五入）

※ 3月分及び年間累計は 4月 1日現在（小数点以下第２位は四捨五入）

入　　院

外　　来

糖尿病教室お食事会
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月 火 水 木 金

一
　
　
階

消化器内科 診察室 高　　　岡
（受付は10:30	まで）

若　　　尾	
（受付は11:00	まで）

鈴	　木（雄）	
（受付は10:30	まで）

消化器外科

診察室 1 鈴	木（哲） 鈴	木（哲） 鈴	木（哲） 鈴	木（哲） 土	屋
診察室 2 浅	川 浅	川 浅	川 浅	川 白	石
診察室 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧（第2週のみ）

(５階）
化学療法

診察室 1 鈴	木（哲）
診察室 2 浅	川

内　　　科
診察室 3 中	尾
診察室 4 黒	澤	

(予約のみ) 黒	澤 黒	澤 黒	澤
診察室 5 古	屋（直） 古	屋（直） 遠	藤

循環器内科 診察室 6 薬	袋 中	村 (貴 )

呼吸器内科 診察室 3 (午後 ) 大	森 増	田	
（受付は 10：30まで）

神 経 内 科 診察室 7 太	田 (恵 ) 太	田 (恵 )

脳神経外科
診察室 8 長	沼 長	沼 長	沼 長	沼 長	沼

診察室 9（共用） 大学医師
皮 膚 科 診察室 9（共用） 川　村	

（受付は10：30まで）

整 形 外 科 診察室 10 整形外科 整形外科 整形外科 整形外科

整形外科
（スポーツ・膝疾患治療センター）

1
午前 萩	野 重	橋 齋	藤 萩	野 齋	藤
午後 第１週	小児外来	

若　生

2
午前 千	賀 千	賀 重	橋 千	賀
午後 脊椎外来	

小　田
3 午前 落	合 落	合 落	合
4 午前 山	下 山	下 佐	藤 山	下 佐	藤
5 午前 装具外来 装具外来 装具外来

二
　
　
階

検 査 室

内視鏡
午前（上部） 村	松
午後（下部） 白	勢

超音波
午前

（腹部：検査科）（腹部：検査科）
（腹部：検査科） （腹部 : 検査科）

（心臓：検査科）（心臓：検査科）
午後

小 児 科

1 内	田 内	田 久	富 内	田 内	田
専門外来1（午後・予約のみ） 後藤（腎） 久富・勝又

(フォローアップ・乳健 )

予防接種
シナジス（冬季）

専門外来2（午後・予約のみ） 勝又（循環器） 中	村（神経）
専門外来3（午後・予約のみ） 神	谷（神経） 中	村（神経） 石	井（神経） 第1・３週	

小野（摂食）

産 婦 人 科
1

午前 滝	澤 雨	宮 篠	原 雨	宮 滝	澤
午後（予約のみ） 出生前遺伝

カウンセリング外来

2（予約のみ） 雨	宮 篠	原 第1.3 週　			雨宮
第 2.4.5 週　滝澤 滝	澤 篠	原

	眼	　	科 古	屋（敏）
(予約のみ ) 古	屋（敏） 古	屋（敏） 古	屋（敏）

	泌尿器科 (予約のみ ) 大学医師（奇数週）
	耳鼻咽喉科 矢	崎
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●小児科	　専門外来	 ●予防接種（小児科）毎週木暉日	 ●出生前遺伝カウンセリング外来	
●乳児健診　毎週火・金曜日	 ●脳ドック　毎週月・火曜日午後	 　毎週月曜日
●毎月第 4金曜日　糖尿病教室　黒澤医師	

※ 右記のものについて
は事前の予約が必要
となります。

　今回は平成最後の発行となります。平成の元号は中国の「史記」「書経」
から引用され、「平和を達成される」という意味があるそうです。平成とい
う時代は、未曾有の災害や世界で多発するテロなど社会情勢の不安もあり
ましたが、わが国は物質的にも恵まれ、比較的平和な時代であったのでは
ないでしょうか。新たな年号となり、より良い時代の幕開けとなることを
祈ります。

作品募集
「てんじん」に掲載する写真等の作品を募集しています。 
■宛先　国立病院機構甲府病院　経営企画係　前原
　　　　e-mail:maebara-kenya.bs@mail.hosp.go.jp 

● 「物忘れ外来」については、脳神経外科（月～金曜日）で
行っています。ご家族が「忘れることが多い」と気づいたら、
受診されることをお勧めします。

特殊外来ご案内 2020 年度職員採用試験案内
看護師・助産師・看護助手の採用試験（パート）は随時行っています。

申し込み方法 ※下記の電話番号に（平日 8：30 〜 17：15）直接こ連絡下さい。

連絡先 国立病院機構甲府病院　庶務係長
TEL：055-253-6131 　FAX：055-251-5597

編集後記

助産師・看護師による専門外来のこ案内
●母乳外来（月〜金曜日 ) 　●フットケア（月〜金曜日）　●育児相談（月〜金曜日） ( ※事前の電話予約をお願いいたします）

●受付時間　初診／午前8時30分～午前11時00分　再診／午前8時20分～午前11時00分（再診で予約を取られている方は予約時間まで）	　
（※水曜日午後呼吸器内科の受付時間は13：00～15：30です（診察13：00～16:00）)

国立病院機構甲府病院　外来医師担当表 平成 31 年 4 月 1 日現在女性医師等

後藤・大山
(フォローアップ )


